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季節はめぐるよ～ぺたぺたマップ作り
ねらい　周りにある自然を調べ、地図を作ることで、身近な自然や季節の変化への関心を
 　高める。
時間　1 時間以上 場所　どこでも
人数　4 人以上 季節　いつでも
用具　模造紙、マジック、発見カード（ポストイットが便利）

出典：平成 13 年 2月　社団法人日本環境教育フォーラム発行　小学校での「総合的な学習の時間」に役立つ身近な自然から気づくきっかけプログラム集　より

手順
1 グループ（4人程度）に分かれ、それぞれの調査範囲を決める。
2  調査に出かける。　調査のほうほうはあるきながらはっけんした、不思議だな、面白いな、きれいだな、
と感じた自然のものをスケッチやメモで発見カードに記録していく。最低限何を（名前でもスケッチ
でも良い）、いつ、どこで見つけたかを書き込む。

3  あらかじめ模造紙の中心に学校を書いた地図を用意しておく。
4  発見カードをその地図に貼り、それぞれ何を見つけたか発表する。
5 他のグループが発見したものを観察に行く。
6. その後は、新しくはっけんしたものや、もう見れなくなってしまったものを自由に付け替えできるよ
うにしておく。もう見れなくなってしまったものをはがす時は、必ずその発見カードにはがす日付を
記入して取っておく。

7. 発見カードの入れ替わりや、一度はがされた発見カードがまた貼られることで、季節による身近な自
然の変化を視覚的に感じることができる。

ポイント
地図が小さいと、発見カードが増えた時に貼りきれなく、模造紙をつなげて大きめの地図ではじめると
よい。


